
令和４年度 年末年始の輸送等に関する安全総点検実施細目（抜粋）

                  ～事故防止等に関する安全点検及びテロ対策等の点検～

                              

第１ 目的

  日々の国民生活や経済活動を支える基盤である輸送機関等の「安全・安心」の確保は不可欠であ

るが、特に大量の輸送需要が発生し、輸送機関等に人流・物流が集中する年末年始は、ひとたび事

故等が発生した場合には大きな被害となることが予想される。

本年４月、北海道知床において小型旅客船が沈没し、我が国では近年類を見ない重大事故が発生

した。後の監査において、運航管理者の資格要件にかかる虚偽の届出、運航管理者による運航管理

実態の形骸化、発航を中止すべき気象海象条件下での運航等、事業者の違反行為により複層的なセ

ーフティネットが機能せず、輸送にかかる安全確保の仕組みが破綻していたことが判明したため、

知床遊覧船事故対策検討委員会において小型旅客船等の安全対策の重層的な強化について検討し、

実施可能なものから速やかに取組を進めているところである。

また、これまでに発生した事故や豪雨、台風、大雪等による輸送障害といった近年の輸送情勢も

踏まえ、事業者への指導強化などの安全施策の取組を実施し、事故等の再発防止を推進してきたと

ころであるが、輸送機関等における安全確保及び事故防止の徹底を図るため、全てのモードにおい

て、事業者における自主的な安全への取組を強化することが引き続き重要であり、経営トップを含

む幹部の強いリーダーシップの下での自主点検等を着実に実施しながら、安全意識を向上させる必

要がある。

また、テロの脅威は先進国を含めて世界各地に拡散し、最近のテロの対象として、警備や監視が

手薄で不特定多数が集まる、いわゆるソフトターゲットが標的になる傾向があるなどテロ情勢は一

層層厳しさを増している。本年７月には元総理襲撃事案も発生し、令和５年の我が国におけるＧ７

広島サミットの開催も控えているところ、さらなる対応力の向上が図られるよう、テロや傷害事件

等（以下「テロ等」という。）対策の実施状況についても、併せて点検を実施し万全を期する必要が

ある。

新型インフルエンザ対策や新型コロナウイルス感染症対策については、新型インフルエンザ等対

策特別措置法に基づく政府及び国土交通省等の行動計画や、新型コロナウイルス感染症に関する業

種別の感染拡大予防ガイドラインが策定されている。これらを踏まえ、運送事業者を含む事業者等

は、対策の着実な実施に努める必要がある。

このため、「年末年始の輸送等に関する安全総点検」（以下「総点検」という。）を実施する。

第２ 期間

令和４年１２月１０日(土)～令和５年１月１０日(火)

第３ 重点点検事項

今年度の総点検においては、以下の４つの点検に特に留意する。

１ 安全管理（特に乗務員の健康状態、過労状態の確実な把握、乗務員に対する指導監督体制）の

実施状況

２ 自然災害、事故等発生時の乗客等の安全確保のための通報・連絡・指示体制の整備・構築状況

３ テロ等防止のための警戒体制の整備状況や乗客等の安心確保のための取組、テロ等発生時の

通報・連絡・指示体制の整備状況及びテロ等発生を想定した訓練の実施状況



４ 新型コロナウイルス感染症に関する感染拡大予防ガイドラインの遵守状況、新型インフルエ

ンザ対応マニュアル、事業継続計画の策定状況、対策に必要な物資等の備蓄状況及び職場におけ

る感染防止対策の周知・徹底状況などの感染症対策の実施状況

第４ 点検事項

● 自動車交通関係

  【点検事項】

（１）軽井沢スキーバス事故を踏まえた貸切バスの安全対策の実施状況

  （２）①運行管理（飲酒運転、過労運転及び健康起因事故の防止、点呼の実施、運転者に対する

指導監督）の実施状況

②トラック運転者に対する啓発動画を活用した飲酒運転防止にかかる指導及び監督等の実

施状況

（３）①整備管理（車両の日常点検整備、定期点検整備等）の実施状況（特に大型自動車の脱輪

事故防止対策及びスペアタイヤ等の定期点検実施状況）

②大型トラックの運転者に対する啓発動画を活用した車輪脱落事故防止にかかる指導及び

監督等の実施状況

③運行前の日常点検時のほかに、休憩、食事、荷扱い等での停車の都度、走る前に大型ト

ラックの左後輪のホイール・ナットに脱落がないか目視等により確認する、「走る前、左

後輪点検キャンペーン」の実施状況

（４）大雪に対する輸送の安全確保の実施状況

（５）コンテナ輸送における安全対策の実施状況

（６）バスターミナル、自動車道及び一般トラックターミナルの保守点検の実施状況

（７）自然災害、事故等発生時の乗客等の安全確保のための通報・連絡・指示体制の整備・構築

状況

（８）テロ等防止のための警戒体制の整備状況や乗客等の安心確保のための取組、テロ等発生時

の通報・連絡・指示体制の整備状況及びテロ等発生を想定した訓練の実施状況

（９）新型インフルエンザ対策及び新型コロナウイルス感染症対策の実施状況

● 利用運送業関係

   【点検事項】

（１）危険物輸送を管理するための体制整備状況

（２）テロ防止のための警戒体制の整備状況並びにテロ発生時の通報・連絡・指示体制の整備状

況

（３）新型インフルエンザ対策及び新型コロナウイルス感染症対策の実施状況

第５ 総点検実施要領（抜粋）

（１）総点検は、現場機関のみにまかせることなく、経営トップを総点検最高責任者に選任し、

事前に十分な計画を定めて実施すること。また、経営トップを含む幹部においては常に現場

の状況を把握し、総点検において発見された不備事項については、早期改善について厳正な

態度で臨み、適切な措置を行うこと。

（２）重点点検事項については、特に入念な点検を行うこと。

以上


